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慢性疼痛、神経障害性疼痛に対する

脳機能の変化を調査した。

手根管症候群（CTS)

複合性局所疼痛症候群（CRPS)

に対して脳機能解析を行った。



手根管症候群に対する研究

①体性感覚誘発脳磁場

（somatosensory evoked magnetic field, SEF）回復曲線の
測定

– 160 チャンネル全頭型脳磁計

（横河電機、PQ1160C）

– 手関節近位で正中神経を電気刺激した

• 刺激幅：0.1 µsec、刺激強度：運動閾値上

– 刺激： 単発および 2 発刺激

（刺激間隔（ISI）= 10 ms、40 ms、 80 ms、200 ms）

を 500 ms の間隔で各刺激 100 回をランダムな

順序で与えた
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To assess the SEF recovery function

②母指、中指を刺激し、刺激によるのN20mの脳内電流源を計測した。



Inhibitory neurons

Excitatory neurons

N20m

1st pulse



2nd pulse

Excitatory neurons

Inhibitory neurons



0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

Single 10 ms 40 ms 80 ms 200 ms

CTS

CONT

Recovery curve of N20m

ISI

S
ta

n
d
a
rd

iz
e
d
 R

M
S

p<0.01

(Iwatsuki, Hoshiyama, Hirata. et al. Clin Neurophysiol. 2016)



(Iwatsuki, Hoshiyama, Hirata. et al.  Sci Rep. 2019)



（Nakamura et al., 1998）



(Iwatsuki, Hoshiyama, Hirata. et 
al. Clin Neurophysiol. 2016)

(Iwatsuki, Hoshiyama, Hirata. et 
al.  Sci Rep. 2019)



CTS（術後6か月）

・回復曲線の脳内変化は

あまり変化なし

→ 適合変化？

・母指中指刺激に対する脳内電流源距離は、

健常者に近くなる

→ 不適合変化（病的変化）が回復した？



CRPSに対する研究

・脳磁図による計測

・CRPS患者において疼痛指標（ＶＡＳ）

と相関する皮質電流密度、

接続性（connectivity）の領域を抽出した



CRPS 患者の安静時脳活動 脳波（EEG） および 脳磁場（MEG） 記録

CRPS 患者の自覚症状と相関する脳領域の検出

Destrieux atlas（automatic parcellation： 144 areas） の
2 領域の組合わせから、自覚的疼痛（VAS）、CRPS 指数
に相関する領域候補を検出
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脳領域間 connectivity から算出した予測 SFMBP-B 値

実
測

S
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 値

有意水準 < 0.05
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皮質電流密度

疼痛を感じていない状態でも変化はなく、

慢性的な脳内の疼痛状態を示す指標となる可能性

connectivity

疼痛を感じていない状況で変化するため、

現在の患者の疼痛を感じている状況を

示す指標となる可能性



慢性の痛み解明研究事業において

フェーズ６

脳内接続性などは数値化できるため、

これらの値とｐQST各種パラメータ、アンケート

などとの相関を検証する。

（約５０名のデータ）


